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図面目次 （図面数： 12枚）

ファイル名 図面名（補足等） 備　考

01_脇本大橋　補修計画一般図

02_脇本大橋　当て板補修図

03_脇本大橋　シール材充填工補修図

04_脇本大橋　伸縮装置止水工詳細図001

05_脇本大橋　伸縮装置止水工詳細図002

06_脇本大橋　伸縮装置止水工詳細図003

07_脇本大橋　伸縮装置止水工詳細図004.

08_脇本大橋　防護柵詳細図

09_脇本大橋　補修詳細図(参考図)001 参考図

10_脇本大橋　補修詳細図(参考図)002 参考図

11_脇本大橋　仮設図(参考図)001 参考図

12_脇本大橋　仮設図(参考図)002 参考図
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令和8年度 町道脇本大橋線脇本大橋修繕工事
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※ 部材寸法は、施工前に現地を再確認のうえ、決定のこと。

※ 本図面は、現地にて簡易な計測を行い、作成したものである。

伸縮部止水工

付属物工:橋梁用防護柵工 付属物工:橋梁用防護柵工

上部工:当て板補修工
支承工:シール材充填工

※ 土砂堆積，植生，鳥の巣，ふん害等がある場合は、撤去を行うこと。

※ 取付金具やボルト等にゆるみ・脱落がある場合は、復旧を行うこと。

脇本大橋 補修計画一般図

仮設足場工

橋脚回り足場

当て板補修工

シール材充填工

対策工法一覧表

伸縮装置止水工

橋梁用防護柵工
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令和8年度 町道脇本大橋線脇本大橋修繕工事

河村

町道脇本大橋線

脇 本 大 橋 当 て 板 補 修 図 S=1:15(A1)
S=1:30(A3)
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使用箇所 種 別 規 格 長 さ 個 数 単位質量 1個当たり 質 量
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A部詳細図

※ 既設鋼材と当て板補強材の隙間に不陸が生じる場合は、

※ 部材寸法は、施工前に現地を再確認のうえ、決定のこと。

金属パテやエポキシ樹脂系パテ等により不陸調整を行うこと。

※ 高力ボルトの現場孔明は、M22用φ24.5を標準とする。

※ 添接材に使用する鋼板は、市場性を考慮して9mmとした。

※ 土砂堆積，植生，鳥の巣，ふん害等がある場合は、撤去を行うこと。

※ 取付金具やボルト等にゆるみ・脱落がある場合は、復旧を行うこと。

※ 本図面は、現地にて簡易な計測を行い、作成したものである。
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河村

町道脇本大橋線

脇 本 大 橋 シ ー ル 材 充 填 工 補 修 図
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既設支承ゴム材撤去
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シール材充填
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脇本大橋 シール材充填工補修図

※ 部材寸法は、施工前に現地を再確認のうえ、決定のこと。

※ 土砂堆積，植生，鳥の巣，ふん害等がある場合は、撤去を行うこと。

※ 取付金具やボルト等にゆるみ・脱落がある場合は、復旧を行うこと。

※ 本図面は、現地にて簡易な計測を行い、作成したものである。
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シール材充填工
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※ シール材充填部の下地処理を確実に行なうこと。

令和8年度 町道脇本大橋線脇本大橋修繕工事
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※ 土砂堆積，植生，鳥の巣，ふん害等がある場合は、撤去を行うこと。

※ 取付金具やボルト等にゆるみ・脱落がある場合は、復旧を行うこと。

※ 部材寸法は、施工前に現地を再確認のうえ、決定のこと。

※ 本図面は、現地にて簡易な計測を行い、作成したものである。

※ 伸縮装置本体の止水材接着面の下地処理を確実に行なうこと。

※ 接着剤(t=3)に接する両部材面及び各種シーリングに接する

部材面にはそれらの施工の前にプライマー(0.1kg/m2)を塗布すること。
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※ 土砂堆積，植生，鳥の巣，ふん害等がある場合は、撤去を行うこと。

※ 取付金具やボルト等にゆるみ・脱落がある場合は、復旧を行うこと。

※ 部材寸法は、施工前に現地を再確認のうえ、決定のこと。

※ 本図面は、現地にて簡易な計測を行い、作成したものである。

※ 伸縮装置本体の止水材接着面の下地処理を確実に行なうこと。

※ 接着剤(t=3)に接する両部材面及び各種シーリングに接する

部材面にはそれらの施工の前にプライマー(0.1kg/m2)を塗布すること。
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※ 土砂堆積，植生，鳥の巣，ふん害等がある場合は、撤去を行うこと。

※ 取付金具やボルト等にゆるみ・脱落がある場合は、復旧を行うこと。

※ 部材寸法は、施工前に現地を再確認のうえ、決定のこと。

※ 本図面は、現地にて簡易な計測を行い、作成したものである。

※ 伸縮装置本体の止水材接着面の下地処理を確実に行なうこと。

※ 接着剤(t=3)に接する両部材面及び各種シーリングに接する

部材面にはそれらの施工の前にプライマー(0.1kg/m2)を塗布すること。

図示

地内村
町

市
郡津和野鹿足

会社及び責任者

縮尺

令和 8 年度

号

会社名
項目

図面名称

測 量
調 査

設 計

年 度

番 号

道川港名

工 事 名

施工箇所

災

河村

町道脇本大橋線

標準ウエブ遊間 170㎜

最大ウエブ遊間

最小ウエブ遊間

186㎜

155㎜

+15℃時

-10℃時

+40℃時P2橋脚

a1
5=
17
0 90

°

90
°

5100

300

30

4500 300

乾式止水材水平寸法 5072 30

130 130

5100

300

30

4500

乾式止水材水平寸法 5040

20
9 15

018
0

130

12
0 30

18
0

15
0

130

20
9

20
°

20°

265 乾式止水材なり寸法 4542 265

300

30

140 140

18
0

130

13
3

47

防塵フォーム 防塵フォーム

乾式止水材
Type-150

[製作幅=最大遊間+10=196]

(ポリエチレンフォーム)

n=2

1-乾式止水材 Type-150× 5072

2-防塵フォーム 196×180×130

防塵フォーム

三角シーリング
25x25

防塵フォーム

三角シーリング
25x25

A

A

B

B

乾式止水材
Type-150

2-乾式止水材 Type-150× 209

P1
施工位置

配 置 図

A1 P2 A2

防塵フォーム詳細図

起点側

終点側

脇 本 大 橋 伸 縮 装 置 止 水 工 詳 細 図 ( そ の 3 )

脇本大橋 伸縮装置止水工詳細図(その3)

20

90
10

12
0.
2 0.

2
10
0

0.2 220 0.2

20 180 20

止水層

挙動補正層
挙動吸収層B

挙動吸収層A

防塵層

支柱層

[Type-150]

30

12
0

25

25

12
0

25

25
a15=170

a15=170

防塵フォーム接着剤塗布
(変成シリコン系)

地覆部車道部

接着剤塗布
(変成シリコン系)

乾式止水材
Type-150

三角シーリング
25x25

三角シーリング
25x25

乾式止水材
Type-150

乾式止水材詳細図

A - A

断面図

B - B

S=1: 5(A1)
S=1:10(A3)

S=1: 5(A1)
S=1:10(A3)

起点側 終点側 起点側 終点側

S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

令和8年度 町道脇本大橋線脇本大橋修繕工事
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※ 土砂堆積，植生，鳥の巣，ふん害等がある場合は、撤去を行うこと。

※ 取付金具やボルト等にゆるみ・脱落がある場合は、復旧を行うこと。

※ 部材寸法は、施工前に現地を再確認のうえ、決定のこと。

※ 本図面は、現地にて簡易な計測を行い、作成したものである。

※ 伸縮装置本体の止水材接着面の下地処理を確実に行なうこと。

※ 接着剤(t=3)に接する両部材面及び各種シーリングに接する

部材面にはそれらの施工の前にプライマー(0.1kg/m2)を塗布すること。

図示

地内村
町

市
郡津和野鹿足

会社及び責任者

縮尺

令和 8 年度

号

会社名
項目

図面名称

測 量
調 査

設 計

年 度

番 号

道川港名

工 事 名

施工箇所

災

河村

町道脇本大橋線

標準ウエブ遊間 110㎜

最大ウエブ遊間

最小ウエブ遊間

125㎜

95㎜

+15℃時

-10℃時

+40℃時A2橋台

5100

300

30

4500 300

乾式止水材水平寸法 5040 30

19
9

20
°

15
018
0

140

11
0 30 18

0

15
0

140

19
9

20°

267乾式止水材なり寸法 4539

267

a1
5=
11
0 90

°

90
°

5100

300

30

4500 300

乾式止水材水平寸法 5073 30

140 140

130 130

18
0

140

12
9

51

P1
施工位置

配 置 図

A1 P2 A2

A

A

乾式止水材
Type-100

B

B

[製作幅=最大遊間+10=135]

(ポリエチレンフォーム)

防塵フォーム
防塵フォーム

三角シーリング
25x25

三角シーリング
25x25

防塵フォーム 防塵フォーム

乾式止水材
Type-100

n=2

1-乾式止水材 Type-100× 5073

2-防塵フォーム 135×180×140

2-乾式止水材 Type-100× 199

防塵フォーム詳細図

起点側

終点側

脇 本 大 橋 伸 縮 装 置 止 水 工 詳 細 図 ( そ の 4 )

30

11
0

25

25

a15=110

11
0

25

25

a15=110

20

80
10

11
0.
2 0.

2
90

0.2 145 0.2

20 105 20

地覆部車道部

接着剤塗布
(変成シリコン系)

乾式止水材
Type-100

三角シーリング
25x25

三角シーリング
25x25

乾式止水材
Type-100

防塵フォーム接着剤塗布
(変成シリコン系)

止水層

挙動補正層

防塵層

支柱層

挙動吸収層B

挙動吸収層A

[Type-100]

乾式止水材詳細図

B - BA - A

断面図

S=1: 5(A1)
S=1:10(A3)

S=1: 5(A1)
S=1:10(A3)

起点側 終点側 起点側 終点側

脇本大橋 伸縮装置止水工詳細図(その4)

S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

令和8年度 町道脇本大橋線脇本大橋修繕工事
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図示

地内村
町

市
郡津和野鹿足

会社及び責任者

縮尺

号

会社名
項目

図面名称

測 量
調 査

設 計

年 度

番 号

道川港名

工 事 名

施工箇所

災

河村

町道脇本大橋線

脇 本 大 橋 防 護 柵 詳 細 図

(上流側)

(下流側)

※ 部材寸法は、施工前に現地を再確認のうえ、決定のこと。

※ 本図面は，竣工図面及び現地簡易計測結果に基づき作成したものである。

※ コンクリート削孔を行う際は、既設鉄筋に損傷を与えないように、

事前に鉄筋探査を実施し削孔位置を決定すること。

3000500 4000

20001000 2000400

支柱
φ114.3x4.5

ビーム
2.3x350x50

パイプ
φ42.7x2.3

83

60
0

10
00

16

道
路
側

18
0

15
0

11
00

ケミカルアンカー 4-M22x230
R-22SN(穿孔径φ26) 150 150

300

15
0

65
0

15
0

50

70

2000

巻袖ビーム

袖パイプ(I形)

袖パイプ(F形)

45
0

35
0

組立図 断面図

脇本大橋 防護柵詳細図

ブラケット取付用ボルト
M20x145(4.6)

ビーム取付用ボルト
M16x35(6.8)

ブラケット

パイプ取付用ボルト
M10x58(4.6)

パイプブラケット

パイプブラケット取付用ボルト
M12x130(4.6)

250

25
0

17
0

170

φ114.3x4.5

4-φ30

道
路
側

40

40
40

40

φ22（貫通孔）

3-φ15（貫通孔）

50

10
00

65
8

15
0

14
2

70

A

A

BB

16

45
0

55
0

6

○

○

10

取付詳細図 支柱

A-A断面図

B-B断面図

P1A1

30
0

45
00

51
00

P2P1

A2P2

500 500

防護柵長 35000

10001000 16x2000=32000

平面図
15
0

15
0

30
0

15
0

15
0

5001000 16x2000=32000

防護柵長 35000

1000500

防護柵撤去平面図

35000 150

防護柵長 105300

A1

A2

P1

P2

35000
コンクリートはつり
モルタル充填
t=2cm

支柱跡埋め(砂)
□100x100
t=18cm(想定)

支柱跡埋め(砂)
□100x100
t=18cm(想定)

コンクリートはつり
モルタル充填
t=2cm

P1

P2

A1

A2

防護柵撤去側面図

鋼材切断
□100x100
L=0.400m/箇所

コンクリートはつり
モルタル充填
t=2cm

コンクリートはつり
モルタル充填
t=2cm

鋼材切断
□100x100
L=0.400m/箇所

200

20
0

防護柵撤去断面図

既設防護柵撤去

既設防護柵撤去後
支柱跡埋め,モルタル充填

S=1:100(A1)
S=1:200(A3)

S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

S=1:100(A1)
S=1:200(A3)

S=1:30(A1)
S=1:60(A3)

S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

S=1:10(A1)
S=1:20(A3)

S=1:10(A1)
S=1:20(A3)

S=1:100(A1)
S=1:200(A3) 令和 8 年度

令和8年度 町道脇本大橋線脇本大橋修繕工事
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図示

地内村
町

市
郡津和野鹿足

会社及び責任者

縮尺

号

会社名
項目

図面名称

測 量
調 査

設 計

年 度

番 号

道川港名

工 事 名

施工箇所

災

河村

町道脇本大橋線

既設支承ゴム材撤去
シール材充填

既設支承ゴム材撤去
シール材充填

鋼板孔明

素地調整

施工手順

作業開始

形状・寸法調査

当て板鋼板設置

仮固定，樹脂硬化養生

接着剤等による欠損部整形

溶接,高力ボルト締付け

作業完了

当て板補修工

接着剤等でボルト孔が閉塞されないようにすること。

高力ボルト締付け

コーナー部エポキシ樹脂充填

全周溶接

板厚減少部
樹脂充填

板厚減少部
樹脂充填

伸縮装置止水工

三角シーリング設置

既設鋼製樋撤去

作業開始

形状・寸法調査

作業完了

施工手順

接着剤塗布

乾式止水材設置

接着剤塗布
(変成シリコン系)

乾式止水材

三角シーリング 25x25
(変成シリコン系)

既設支承ゴム材撤去

施工手順

作業開始

形状・寸法調査

下地処理

シール材充填

作業完了

シール材充填工

下 塗

素地調整

施工手順

作業開始

形状・寸法調査

上 塗

作業完了

中 塗

防食下地

脇 本 大 橋 補 修 詳 細 図 ( 参 考 図 ) ( そ の 1 )

脇本大橋 補修詳細図(参考図)(その1)

※ 既設鋼材と当て板補強材の隙間に不陸が生じる場合は、

金属パテやエポキシ樹脂等により不陸調整を行うこと。

※ 当て板仮固定は、予備のボルト等で24時間以上仮固定し、

小規模塗装工(当て板補修部)

素地調整

超厚膜形エポキシ樹脂塗料(500g×2/m2)

ふっ素樹脂塗料用中塗(140g/m2)

ふっ素樹脂塗料上塗(120g/m
2)

変性エポキシ樹脂塗料下塗(130g/m
2)

塗装工程

素地調整

ミストコート

下塗

中塗

塗料名

動力工具処理(ISO St3)

使用量

(g/m2)
塗装間隔

130変性エポキシ樹脂塗料下塗

超厚膜形エポキシ樹脂塗料

ふっ素樹脂塗料用中塗

ふっ素樹脂塗料上塗

500x2

140

120
1日～10日

当て板補修部塗装仕様 F-11(一般部塗装 C-5)

素地調整

600

製
作
工
場

現
場

4時間以内

1年以内

防食下地 無機ジンクリッチペイント

ブラスト処理(ISO Sa2 1/2)

1日～10日

上塗

※ 使用量は、はけ・ローラー塗りの場合を示す。

1日～10日

4時間以内

目標膜厚

(μm)

-

300

30

25

75

※ 高力ボルトの現場孔明は、M22用φ24.5を標準とする。

※ 添接材に使用する鋼板は、市場性を考慮して9mmとした。

※ 伸縮装置本体の止水材接着面の下地処理を確実に行なうこと。

※ 接着剤(t=3)に接する両部材面及び各種シーリングに接する

部材面にはそれらの施工の前にプライマー(0.1kg/m2)を塗布すること。

※ シール材充填部の下地処理を確実に行なうこと。

令和 8 年度

令和8年度 町道脇本大橋線脇本大橋修繕工事
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図示

地内村
町

市
郡津和野鹿足

会社及び責任者

縮尺

号

会社名
項目

図面名称

測 量
調 査

設 計

年 度

番 号

道川港名

工 事 名

施工箇所

災

河村

町道脇本大橋線

断面図組立図

橋梁用防護柵工 施工手順

※ コンクリート削孔を行う際は、既設鉄筋に損傷を与えないように、

事前に鉄筋探査を実施し削孔位置を決定すること。 削 孔

支柱建込

ビーム取付

作業開始

形状・寸法調査

墨出し・マーキング

作業完了

既設防護柵撤去

鉄筋探査

脇本大橋 補修詳細図(参考図)(その2)

脇 本 大 橋 補 修 詳 細 図 ( 参 考 図 ) ( そ の 2 )

令和 8 年度

令和8年度 町道脇本大橋線脇本大橋修繕工事
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図示

地内村
町

市
郡津和野鹿足

会社及び責任者

縮尺

号

会社名
項目

図面名称

測 量
調 査

設 計

年 度

番 号

道川港名

工 事 名

施工箇所

災

河村

町道脇本大橋線

脇 本 大 橋 仮 設 図 ( 参 考 図 ) ( そ の 1 )

橋長 105500

径間長 35175

桁長 35000100

支間長 34500250

径間長 35150

150 桁長 35000

250 250 支間長 34500

径間長 35175

150 桁長 35000

支間長 34500250250

100

250

A2P2P1A1

上流側側面図

F F FM M M

1500

橋長 105500

径間長 35175

桁長 35000 100

支間長 34500 250

径間長 35150

150桁長 35000

250250支間長 34500

径間長 35175

150桁長 35000

支間長 34500 250 250

100

250

A2 P2 P1 A1

下流側側面図

FF MMM

橋脚回り足場

1500

仮設足場工

凡 例

橋脚回り足場(タイプF)
床面にシート張防護を追加(タイプF)
手摺を朝顔に変更(タイプF)
朝顔にシート張防護を追加(タイプF)

※ 本図面は、現地にて簡易な計測を行い、作成したものである。

※ 部材寸法は、施工前に現地を再確認のうえ、決定のこと。

※ 土砂堆積，植生，鳥の巣，ふん害等がある場合は、撤去を行うこと。

※ 取付金具やボルト等にゆるみ・脱落がある場合は、復旧を行うこと。

橋脚回り足場

1500 1800 1500

4800

橋脚回り足場

1500 1800 1500

4800

橋脚回り足場

橋脚回り足場橋脚回り足場

950 1500

2450

橋脚回り足場

橋脚回り足場

想定水位＝護岸天端高

河川境界
（推定）

河川境界
（推定）

河川境界
（推定）

河川境界
（推定）

想定水位＝護岸天端高

150018001500

4800150018001500

4800

9501500

2450

脇本大橋 仮設図(参考図)(その1)

P1橋脚(P2橋脚)

(上流側)(下流側)

G2G1

1000 5000 1000

橋脚回り足場 L=7000

ころばしパイプ 吊りチェーン おやごパイプ 安全ネット

朝顔

シート張防護
床面シート張り防護
防炎シート

足場板

A2橋台

(上流側)(下流側)

G2G1

ころばしパイプ 吊りチェーン おやごパイプ 安全ネット

朝顔

シート張防護
床面シート張り防護
防炎シート

足場板

1000 5100 1000

橋脚回り足場 L=7100

S=1:150(A1)
S=1:300(A3)

S=1: 60(A1)
S=1:120(A3)

S=1:150(A1)
S=1:300(A3)

令和 8 年度

令和8年度 町道脇本大橋線脇本大橋修繕工事
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図示

地内村
町

市
郡津和野鹿足

会社及び責任者

縮尺

号

会社名
項目

図面名称

測 量
調 査

設 計

年 度

番 号

道川港名

工 事 名

施工箇所

災

河村

町道脇本大橋線

橋長 105500

径間長 35175径間長 35150径間長 35175

橋長 35000 150100 橋長 35000 150 橋長 35000 100

(下流側)

(上流側)

支間長 34500 250250支間長 34500 250 250250 支間長 34500 250

桁下平面図

G1

G2

10
50

30
00

10
50

51
00

P1 P2 A2

A1
L=1500

橋脚回り足場
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凡 例

橋脚回り足場(タイプF)
床面にシート張防護を追加(タイプF)
手摺を朝顔に変更(タイプF)
朝顔にシート張防護を追加(タイプF)

※ 本図面は、現地にて簡易な計測を行い、作成したものである。

※ 部材寸法は、施工前に現地を再確認のうえ、決定のこと。

※ 土砂堆積，植生，鳥の巣，ふん害等がある場合は、撤去を行うこと。

※ 取付金具やボルト等にゆるみ・脱落がある場合は、復旧を行うこと。
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